
【令和１～２年度 中小企業地域資源活用等促進事業助成金対象事業】

【事業の目的】

○展示会等への出展や専門家による指導等を通じ、県内事業者の情報発信力の向上を促す。
○事業実施結果を分析し、今後の支援のあり方等を検証する。

これらの目的を達成するために、次に掲げる取り組みを行う。
・イベントや展示商談会への出展等、情報発信の実践の機会の提供
・より効果的な情報発信を行うための、専門家によるブラッシュアップ、フォローアップ
等の支援
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【事業スキーム】

※従来の展示会等出展支援事業にはなかった専門家による一貫した総合的な支援の実施を事業に組み込むことで、出展をより効果的なもの
にするとともに、専門家による結果分析及び検証を行い、今後の事業構築への反映や、他の県内事業者へのフィードバック等につなげる。

【事業実施により得られる成果】

○実践の機会を通じた出展事業者の情報発信力の向上
○事業の結果得られる情報やニーズ等の分析
○分析結果の県内事業者へのフィードバック及び三重県との情報共有

県内事業者の全国展開、海外展開及び
インバウンドに向けた機運の向上

《実施主体》

三重県産業支援センター

三重県
・2020東京オリ・パラや2025大阪万博等を念頭に置いて、県内
事業者の全国展開、海外展開等に対する支援の強化を予定
・県と連携を取りながら、よりアーリーな段階の事業者を対象とし、
参加者を県の実施事業につなげるような支援を当事業で行う。

連携

支援の実施

《支援対象》 県内中小企業等 （各展示会ごとに公募のうえ支援対象事業者を選定）

情報共有

専門家 （※当事業新規実施）
・ブラッシュアップからフォローアップまで一貫した総合的な支援
・事業実施結果の分析及び検証

指導

専門家によ
る事前指導

展示会等出展 （情報発信の実践の機会）

・専門家による事前指導及び現地フォローアップに
より、より効果的な情報発信ができるよう支援

専門家による
フォローアップ

「イベントや展示商談会を活用した県内事業者の情報発信力向上支援」の概要

展示会等出展支援は従来から行っていたが、
出展者の情報発信スキルが十分でないため
活用しきれていないことや、事業の効果が
出展者限りでとどまってしまうことが課題と
なっている。

当事業では、これらの課題に対応するため、
新たに事業のスキームに専門家の活用を組
み込む形で拡充して実施する。


